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（内容）

【背景および目的】

天然資源ウコン（ショウガ科）の主成分であるクル

クミンは、抗酸化作用、抗炎症作用、抗ガン作用をは

じめとした種々の薬理作用が報告されている。また、

ヒト血小板凝集抑制作用［1］や、ラットの動脈におけ

るスティフネス改善作用［2］が示されるなど、心筋梗

塞や脳梗塞に代表される血栓性疾患の予防・治療に有

用である可能性が示唆されている。

しかしながら、クルクミンは経口からの吸収率が非

常に悪く、臨床で用いにくい物質であったことや、血

栓形成傾向を評価できる in vivo動物モデルが広く用

いられていなかったことなどから、血栓形成に対する

クルクミンの効果（in vivo）は検討されてこなかっ

た。

そこで今回、株式会社セラバリューズが開発した高

吸収クルクミン製剤（セラクルミン®）とHe Neレー

ザー惹起マウス頸動脈血栓形成法［3］を用いて、血栓

形成に対するクルクミンの効果（in vivo）を明らか

にすることを目的とした。

【方法】

10～13 週齢の雄性 C57BL/6JJms マウスを用い、

セラクルミン® 水溶液（50、500mg/kg体重）または

蒸留水を強制胃内投与した。投与 90分後、麻酔下の

マウス左頸動脈に He Neレーザーを照射し、左大腿

動脈より Evans Blueを動注して血栓を形成させた。

血栓形成過程は CCDカメラを介してパソコンに取り

込み、10秒間隔で 10 分間、計 61 枚の静止画を解析

し、その総和を血栓サイズ（血栓形成傾向）とした。

クルクミン血中濃度は、上記と同条件のマウスより

採血した血液を用い、高速液体クロマトグラフィー法

（HPLC法）を用いて測定した。

統計学的有意差検定には、ANOVA を用い、post

hocには Games Howellを用いた。これらの解析に

は統計用データ分析ソフト PASW Statistics18 を用

い、P＜0.05を統計学的に有意差ありとした。

【結果】

セラクルミン® 500mg/kg群の血栓形成傾向は、コ

ントロール群に比べ、有意に低値を示した。一方、セ

ラクルミン® 50mg/kg群では有意差は認められなかっ

た。また、クルクミン血中濃度は、セラクルミン® 投

与量依存的に有意に上昇した。

以上の結果から、セラクルミン®（500mg/kg体重）

の経口投与は、投与後短時間において、血栓形成を有

意に抑制することが示された。今後は、セラクルミン®

の血管内皮機能および出血時間に及ぼす影響などを測

定し、抗血栓性食品としての可能性を検討したいと考

えている。
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